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＜連絡事項＞
・本日第4回院内研修があります。各自時間などWIZ掲示板にて確認し参加して下さい。
＜患者様連絡事項＞
・中里　ハナイ様～おいらせ病院整形外科への次回受診について三女様へ連絡し確認。まだ受診予約取れていないとの事で、受診予約が取れ次第、連絡頂く事としている。
・高坂　キヨ様～日勤帯で排尿無く、最終排尿7:15。食事は1/3～全量摂取。水分補給も適宜行えている。16:00馬渡Ｄｒへ報告し12時間排尿無いようであれば導尿の指示。準夜帯スタッフへ申し送っていく。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・和田　昌様～終日隔離中。隣室者へ怒鳴る事やドア蹴り・壁叩き等見られ、叫び続けている。食事・服薬は拒否無し。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善ができるよう看護介入を行っていく。
・澤村　彬様～終日隔離中。午前午後2時間ずつ開放観察実施。開放前はドア蹴り見られている。開放中は引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善ができるよう看護介入を行っていく。
・木村　格治様～終日隔離中。要求多く、スタッフへの妄想発言・声高さ・命令口調あり。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者様＞
・上村　節子様～午後体温37.8℃　クーリング施行中。面会では、息子夫婦に髪を梳かしてもらい、口をもぐもぐさせている。
・上村　ソガ様～食事は、朝数口・昼1/3　口腔内への溜め込みあり。牛乳など水分はむせることなく摂取する。
・玉岡　公子様～スタッフの声掛けにやや多弁さはあるが、切り上げる事は出来ている。落ち着いてきている事から衣類は自己管理としている。
・田村　ツキ様～食事は2/3摂取し、服薬の拒否はない。依存的な発言をする事はあるが、促す事でおおむね自力で出来ている。
＜田名部Dr診察情報＞
・澤村　彬様～レボトミン(25)1×朝で追加、他同内容で7日分処方。
・織笠　健太郎様～ロナセン(8)2×朝・夕追加、他同内容で7日分処方。
・小澤　和子様～オランザピン(2.5)1T　1×朝追加、他同内容で7日分処方。
・小向　静江様～アモキサン(25)・モサプリドクエン(5)2T→3Tに増量
　　　　　　　　他同内容で7日分処方。

＜皮膚科診察＞
・類家　健様～右下肢(大腿から膝上)に暗紅色痂疲を伴う水疱、血疱数ヵ所集積する局面散在。帯状疱疹(右下肢)。ゲンタマイシン軟膏塗布は継続。臨時薬としてバラシクロビル（500）6Ｔ　3×毎食後/7日分
・松川　久雄様～特変無し。同前処置。臨時薬として①ロコイド軟膏1本、テルビナフィンクリーム1本処方。
・三浦　幹様～特変無し。同前処置。
・古川　忍様～左臀部に発赤・腫脹。中央部に膿疱癤(臀部)。臨時薬として①クラリスロマイシン(200)2Ｔ　2×朝・夕食後/7日分(本日夕から)、ゲンタマイシン軟膏1本処方。
・橋本　拓実様～発疹梢軽減。同前処置。
・泉山　紀子様～皮疹梢軽減。同前処置。臨時薬として①タベジール2T　2×朝・夕食後/7日分(本日夕から)、②テルビナフィンクリーム1本処方。
・木村　格治様～特変無し。同前処置。臨時薬としてデルモゾールＤＰ軟膏2本処方。
・水梨　孝純様～特変無し。右踵の皮弁切除。同前処置。
＜新入院患者様ケース検討＞
氏    名：八木橋　牧雄様

生年月日：昭和33年7月17日（60歳）

病    名：アルコール依存症、すい臓がん

性    別：男性

病　　棟：東病棟合併症室

主治医  ：田名部Dr

入院形態：任意入院

(経過）

　H18.7.21アルコール依存症治療プログラム目的にて当院初診し、同日入院。同年10月
22日退院後も、連続飲酒状態が認められ、当院へ計7回の入院歴がある。H28.5.21当院退
院後は、当院への通院・服薬、就労継続支援B型事業所「うみねこ幸房」、精神科ナイトケ
アの利用を継続。急激な体重減少が認められ、H30年2月1日八戸赤十字病院で精密検査を

実施。すい臓がんと診断され、その後は外来通院にて抗がん剤治療を継続していた。同年4
月30日就労施設の事業終了に伴い、精神科デイケアの利用を開始。同年7月17日デイケ
ア利用時に眩暈やふらつきがあり、当院を予約外で受診。主治医より入院を勧められるが、
本人の拒否があり帰宅していた。本日7月23日本人より入院希望あり、八戸赤十字病院へ

入院受け入れ可能か問い合わせるが主治医不在との連絡あったため、本人の希望により同
日療養目的にて13：41当院へ任意入院となる。
